
技術・家庭科の「深い学び」を実現する授業づくり 

「技術・家庭科の本質」  

生活を工夫し創造する能力と実践的な態度を育む 

何ができるようになるのか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  

学びに向かう力、人間性 

・よりよい生活や持続可能な社会の構築に向けて，

適切かつ誠実に技術を工夫し創造しようとする

実践的な態度 

・家族や地域の人々と協働し、よりよい生活の実

現に向けて、生活を工夫し創造しようとする実

践的な態度 

知識・技能 

・生活や社会で利用されている材料、加工、生物育

成、エネルギー変換、情報等の技術についての基

礎的な理解と技能及び、技術と生活や社会との

関わりの理解 

・生活の自立に必要な家族・家庭、衣食住、消費や

環境等についての基礎的な理解と技能 

思考力・判断力・表現力 

・生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだ

して課題を設定し、解決策を構想し、製作図等に

表現し、試作等を通じて具体化し、実践を評価・

改善するなど、課題を解決する力 

・家族・家庭や地域における生活の中から問題を

見いだして課題を設定し、これからの生活を展

望して課題を解決する力 

何を学ぶか どのように学ぶか 

・主体的な学び 

 現在及び将来を見据えて，生活や社会の中から問題を見いだ

し課題を設定し，見通しをもって解決に取り組むとともに，学

習の過程を振り返って実践を評価・改善して，新たな課題に主

体的に取り組む態度を育む。 

・対話的な学び 

 他者と対話したり協働したりする中で，自らの考えを明確に

したり，広げ深めたりする。 

・深い学び 

 生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し，その解

決に向けた解決策の検討，計画，実践，評価・改善といった一

連の学習活動の中で，生活の営みに係る見方・考え方や技術の

見方・考え方を働かせながら課題の解決に向けて自分の考え

を構想したり，表現したりして，資質・能力を獲得する。 

技術・家庭科の学習内容 

・生活や社会を支える技術 

・技術による問題解決 

・社会の発展と技術 

・生活の課題発見 

・家族・家庭生活 

・衣食住の生活 

・消費生活・環境 

技術・家庭科がめざす資質・能力 



１ 「深い学び」を実現する授業づくりを目指して  
技術・家庭科では、実践的・体験的な活動を通して、生活や社会で利用されている技術についての基礎的な理解や、

家族・家庭、衣食住、消費や環境等についての科学的な理解を図り、それらに係る技能を身に付けるとともに、生活

や社会の中から問題を見いだして課題設定しそれを解決する力や、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造

しようとする態度等を育成することを目指している。 
そこで、生徒が生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し、その解決に向けた解決策の検討、計画、実践、

評価・改善といった一連の学習活動の中で、生活の営みに係る見方・考え方や技術の見方・考え方を働かせながら課

題の解決に向けて自分の考えを構想したり、表現したりする力を身に付けさせたい。また、資質・能力を獲得する深

い学びのために、教科の本質を「生活を工夫し創造する能力と実践的な態度を育むこと」とし、教科特有の見方・考

え方を働かせた学習活動となるよう展開していかなければならない。 
 
２ 技術・家庭科における「見方・考え方」について 
技術・家庭科における「見方・考え方」は、以下のとおりである。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３ 『見方・考え方』を働かせて、『深い学び』を実現する授業づくり 

題材全体を通してまたは１時間の授業の中で、課題が解決されていく流れを作ったり、本気で解決してみたいと思

える好奇心や感性が揺さぶられる課題との出会いを設定すべく題材構成や教材選定を吟味したり、学習課題を含んだ

生徒に投げかける全ての問いを慎重に計画することなどを通して「深い学び」を実現させる授業を展開していきたい。 
また、「見方・考え方」を働かせた学習活動とするには、どの学習内容、題材においても、常に自分と社会等とのつな

がりを意識しながら、目指されるべき生活の在り方への理解を大切にし、変化が激しく一律な正解のないこれからの

社会においても発揮できる確かな力を育んでいくことにあると考える。 
⑴ 「深い学び」を実現する単元構成 
本研究において、「深い学び」の状態として「課題を解決する力が育まれたこと」と位置づけた。「課題を解決する

力」とは、生活の中から問題を見いだし、課題を設定し、解決方法を検討し、計画、実践、評価・改善するという一

連の学習過程を経て身に付くものである。そのため、この過程を踏まえて基礎的な知識・技能の習得に係る内容や、

それらを活用して思考力・判断力・表現力等の育成に係る内容について整理することが重要となるため、図のような

学習過程を通して、習得した知識及び技能を活用し思考力・判断力・表現力等を育成することにより、課題を解決す

る力が養われることを意識したい。 
                         「中学校学習指導要領」P23より 

 
 
 
 
 
 
   
                                     「中学校学習指導要領」P65より 

 

 

     
 
   

                            

 

「技術の見方・考え方」 

生活や社会における事象を、技術との関わりの視点で捉え、社会からの要求、安全性、環境負荷や経済性等など

に着目して技術を最適化すること。 

「生活の営みに係る見方・考え方」 

家族や家庭、衣食住、消費や環境などに係る生活事象を、協力・協働、健康・快適・安全、生活文化の継承・創

造、持続可能な社会の構築等の視点で捉え、よりよい生活を営むために工夫すること。 

（中学校学習指導要領より） 



⑵ 「見方・考え方」を働かせる「問い」 
「見方・考え方」を働かせる「問い」によって、育成したい資質・能力は次のとおりである。 

育成したい資質・能力 

① 生活と技術についての基礎的な理解とそれらに係る技能の習得 
② 生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、表現するなど、課

題を解決する力 
③ よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、生活を工夫し創造しようとする実践的な態度 

育成したい資質・能力への迫り方 

育成したい資質・能力が着実に育まれる深い学びにしていくために、次の2点について充実を図っていきたい。 
①実践的・体験的な活動（と言語活動）における問い 
基礎的な知識や技能の確実な習得につながるものになること、そして、今後の課題解決への共有性、発展性のある

ものになることを意識する。（研究紀要第64号） 
②課題解決学習における問い 
習得した知識及び技能を活用し思考力・判断力・表現力等を育成することにより、課題を解決する力が養われる。 

 

このような学びを通して、生活や技術に関する事実的知識が概念的知識として質的に高まったり、技能の習熟・定

着が図られたりする。また、学びの中で「対話的な学び」や「主体的な学び」を充実させることによって、技術・家

庭科が育成を目指す思考力、判断力、表現力等も豊かなものとなり、生活や技術についての課題を解決する力や、生

活や技術を工夫し創造しようとする態度も育まれる。 
 
 

 



実践事例１ 

１ 単元 

  第２学年 コンピュータによる計測と制御 

 

２ 本校の研究と本実践の関わり 

本単元では、生活や社会における事象を、情報の技術

との関わりの視点で捉え、社会からの要求、使用時の安

全性、システムに着目し、情報のデジタル化や処理の自

動化、システム化による処理の方法を最適化する授業を

展開する。  

人口減少が進む日本にとって、様々なサービスを、人

の手で行うことには限界が近付くことについて生徒に課

題意識をもたせたい。その中で生活や社会におけるコン

ピュータによる計測と制御の活用は、人間の労働環境や

安全性、経済性の視点から、その利用方法を検討するな

ど、研究開発が進められている新しい情報の技術である

ことの優れた点や問題点があることを理解し、よりよい

生活や持続可能な社会の構築という観点から、未来に向

けた新たな改良、応用を「利用者」と「開発者」の両方

の立場から技術の将来を展望する必要がある。その上で

生活に役立つ様々なプログラムを考えるより実践的な活

動が「深い学び」につながるものと考える。また、プロ

グラミング学習ができる micro:bit を連動させた装置を使

い、「技術の見方・考え方」を働かせてプログラムを試

行・修正する体験活動は、生活や社会の中から情報の技

術に関わる問題を見いだして課題を設定し解決する力や

よりよい生活や持続可能な社会の構築に向けて、適切か

つ誠実に情報の技術を工夫し創造しようとする実践的な

態度の育成につながるものと考え指導を行った。 

 

３ 実践 

（１）単元の目標 

 ◎ 計測・制御システムの仕組みを理解することがで

きる。            （知識及び技能） 

 ○ 安全・適切なプログラムの制作、動作の確認及び

デバッグ等ができる。     （知識及び技能） 

 ◎ 技術の見方・考え方を働かせて、問題を見いだ

して課題を設定し解決することができる。 

（思考力、判断力、表現力等） 

 ○ 自分なりの新しい考え方や捉え方によって、解決

策を構想しようとする態度を身に付けようとしてい

る。       （学びに向かう力、人間性等） 

 ○ 自らの問題解決とその過程を振り返り、よりよい

ものとなるように改善・修正しようとする態度を身

に付けようとしている。 

（学びに向かう力、人間性等） 

（２）授業の展開、全体計画（全19時間） 

本単元を設定するにあたって、コンピュータによる計

測と制御を利用した技術的な見方・考え方を働かせて課

題を解決する力を身に付けるために、次の三つの展開を

目指した。①生活や社会の中からコンピュータによる計

測と制御の技術に関わる問題を見いだして課題を設定す

ること。②その解決のアルゴリズムを構想し、プログラ

ムを具体化すること。③その製作過程や結果の評価・改

善・修正について考えること。 

第１、２時 計測・制御のしくみ 

第３、４時 計測・制御の情報処理の手順 

第５～１８時 計測・制御による問題解決 

第１９時 これからの情報社会  

   （３）授業の実際 

①生活や社会の中からコンピュータによる計測と制御の

技術に関わる問題を見いだして課題を設定する  

第１時 身の回りにはコンピュータによって動く機器

や瞬時に情報をやりとりできる端末など、様々な情報の

技術が利用され、生活を豊かにしている。また、情報の

技術を利用した機器やサービスは、それぞれ役割をも

ち、目的に応じて、便利で安全に利用できるような工夫

がされている。生活が豊かになっていく一方で、少子高

齢化が進む日本にとって若い世代が高齢者の人口を支え

る様々なサービスを人の手で行うことには限界が近付く

時代が訪れつつある。情報の技術によって、豊かな生活

が支えられている一方で、自分たちの将来に発生するで

あろう問題にどのようなことがあるのか、今私たちがで

きることはどのようなことなのか、と発問を繰り返す。

それらの問いで、新しい技術の開発や、既存の技術を改

善することを組み合わせながら問題を解決することがで



きないか以下のように話し合わせた。 

少子高齢化が引き起こす問題を情報の技術によって解

決することが、自分たちの将来の生き方ばかりではなく、

未来の日本の様々なサービスを、人の手で行うことが困

難な状況になっていくことが本当にこのままでよいのか

深く考える時間となった。そして、新しい技術によって

サービスを支えることができないものかと自分たちでも

家電製品を自動化できないか追究していくこととした。 

 

②その解決のアルゴリズムを構想し、プログラムを具体

化すること 

③その製作過程や結果の評価・改善・修正について考え

ること 

第５～８時 身近な家電製品の自動化に取り組む上

で、前単元のエネルギー変換の技術で製作したLED照明

（懐中電灯）を活用した。「安全性」に着目する発問を

繰り返した結果、緊急時に必要な懐中電灯であるがゆえ

に、「どこにあるか探すところから始めている」という

問題やそれ故に「暗闇の際、もし命に係わる災害が発生

していたら、避難することさえ困難になる」とさらに生

じる問題を見付け出し、「災害時に役立つLED照明（懐

中電灯）の自動化」の課題を設定した。以下は、その際

の課題の設定までの様子である。    

 

 

 

 

 その後、問題を解決するためのアルゴリズムを考え、

プログラミングを行わせた。micro:bit と LED 照明（懐中

電灯）を連動させたことによって、ビジュアルプログ 0

ラミング言語スクラッチが活用でき、多くの生徒が自分

の考えたアルゴリズムをプログラミングすることができ

た。以下はその様子である。 

アルゴリズムの例 

 ・揺れを感じた時に暗闇であったなら自動点灯する 

 ・揺れを感じた時に「地震です」と警告音を鳴らす 

プログラムの言語化の例 

 ・地震が発生したかどうか 

・発生した時、暗闇であるかどうか 

・暗闇であれば点灯し、そうでなければ消灯したまま

である 

プログラムの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【少子高齢化における生活の問題】 

・医療・福祉、公共交通等におけるサービスが求め

られるが、その労働力となる人材が少子化によっ

て不足していく。 

・一人暮らしを支えるための家電製品が必要となっ

てくる。 

・高齢者を支えるサービスの需要が高まったら、若

者が担わなければならなくなる。 

【解決策】 

・必要とされる労働力や人材を機械化やロボットに

よって自動化していく。 

・非日常的な状況を想定し、安全性の高い機器の開

発が必要となっていく。 

S1:懐中電灯って、そもそも使いたいときに限ってどこ

に片づけてしまったか忘れてるから、探すところか

ら面倒だったりする。 

S複数：分かる。それに以前、停電がって暗闇で探すが

困った。 

S2:使いたいときにそこにあるよって懐中電灯自体が言

ってくれたらいいね。 

T:なるほど。他に S2 さんの発言のように、懐中電灯自

体が、行ってくれたらよいことってありますか。 

S3:自動で付いたり消えたりすることとかかな。 

T:つまり、災害時に役立つ自動化のためのアルゴリズ

ムはどうなればよいですか。 



 

 

 

 

   

 

 

 

 

「LED照明の自動化検証している様子」 

LED 照明の自動化に成功したことで、さらに「社会の

要求」「システム」に着目する発問を繰り返した結果、

「これならば未来の日本の様々なサービスを、人の手で

行うこともプログラミングで解決できるのではないか」

と問題を解決する見通しを立てることができた。 

 

第９～１８時 「高齢者を支えるサービスの需要が高

まったら、若者が担わなければならなくなる」ことにつ

いて話し合った。「高齢ドライバーによる死亡事故が急

増している」「その事故を防ぐために自動車免許を返納

する方も多く、高齢者にとって生活の移動は公共交通に

頼るほかならない」など、サービスの需要が高まること

が想定された。そこで、生徒も利用している公共交通の

「富山ライトレール」を自動化するプロジェクトを立ち

上げ、「富山の未来の公共交通を考えよう －富山ライ

トレール－」の課題を設定した。課題の解決が実証でき

るように前時で使用した micro:bit と LED照明の装置にさ

らに電車の模型を連動させた装置を提示した。各駅には

光センサーが設置されており、電車が通過すると影がで

きるため、センサーが電車の到着を検知する仕組みであ

る。装置自体は、前時の学びが生きる仕組みであるため、

生徒は電車を制御するためのアルゴリズムをすぐさまに

考え出し、「開発者」の立場に立って自動化のため 

 

 

 

 

「富山ライトレールをイメージした装置」 

に、電車の速度の調整をすることや各駅で停車したり、

再出発したりする自動運転をプログラミングで実証した。 

そこで、本時では「利用者」の立場に立って自動運転

化の「安全性」に着目する発問を繰り返した結果、「よ

り安全な自動運転とするために起こるだろう問題をプロ

グラムによってどのように解決できるのだろうか」と課

題を設定してプログラミングを行わせた。さらに「利用

者」の立場となった時に安全な自動運転でないとどのよ

うな問題が発生するのか、再度「開発者」の立場として

その問題をどのように解決したいのかと切り返しの発問 

を行うことで、「社会の要求」「使用時の安全性」「シ 

ステム」に着目しながら、それぞれの問題を解決させる

ことができないか以下のように話し合わせた。 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 
「富山駅前の遮断機のない踏切」 

 

 

 
 

 

【問題】 

・駅前は、景観を損なわせないように遮断機がな

い。もし、障害者やお年寄りや子どもが、電車が

来ていることに気が付かないでいると、自動運転

で車掌さんがいないから危険 

・線路内に飛来物が落ちていたら同様に危険 

・地震などの災害が発生しても同様に危険 

【解決策】 

・線路内に人や物などの障害物があった際にセンサ

ーが検知して、電車を自動で停車させる 

・地震などの災害もセンサーが検知して、電車を自

動で停車させる 



そして、以下のようにアルゴリズムをプログラミングす

ることができた。 

アルゴリズムの例 

 ・踏切に電車が近付いたとき、人がまだ踏切内に留ま

っているのを検知したら、無線で電車に危険を知ら

せ、電車が無線で危険の信号を受信したら自動停車

する 

プログラムの言語化の例 

 ・電車が踏切に接近中であるかどうか 

・人が踏切内に留まっているかどうか 

・人が留まっていれば無線で伝え、そうでなければそ

のままである 

プログラムの例 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「電車が自動停止するか検証している様子」 

プログラムによって電車が自動停止した瞬間、教室に

は歓喜の声が湧いた。模型ではあるが電車を自動化させ

たこと、自動停止できる安全性を解決するプログラムが

作動できたこと、何よりも未来への希望の喜びの声であ

った。以下は、その感想である。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

４ 本実践の成果と課題 

①成果 

（１）「深い学び」を実現する単元構成 

生活や社会で利用されている情報の技術についての基

礎的な理解を図るために、LED 照明（懐中電灯）や富山

ライトレールをイメージした装置を使って実生活に近い

状態で体験的に活動する構成にしたことは「知識・技

術」の習得に十分な効果を示せた。また、自分の考えた

ことを即座に表現できる装置であったことが考えたこと

を何度も繰り返し試しながら思考を深めていくことにつ

ながった。以下は、その生徒の感想である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

（２）「見方・考え方」を働かせる「問い」 
「利用者」と「開発者」の双方の立場から見つめてい

く視点を繰り返し「問い」にしたことが「技術の見方・

考え方」である「社会からの要求」「使用時の安全性」

「システム」につながり、コンピュータによる計測・制

御のしくみを理解することはもちろん、それぞれで提案

された問題をプログラムによって解決することの実証に

つながった。また、「生活や社会の中から情報の技術に

関わる問題を見いだして課題を設定し解決する力やより

よい生活や持続可能な社会の構築に向けて、適切かつ誠

実に情報の技術を工夫し創造しようとする実践的な態

度」を育み「深い学び」へとつながった。以下は、その

感想である。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②課題 

GIGAスクール構想により一人 1台端末の導入は、全

ての生徒にプログラミング技術を高めさせる環境を整え

た。ところが、小学校からのプログラミング的思考力に

は格差が見られ、プログラムの手順は理解していても、

思考したものをプログラミングにより表現するまで到達

できない生徒がいた。そのため、生徒は問題を見いだし

て、課題を解決する方法までは思考を高めたものの、実

際に解決できたと実感するに至っていない者もいる。グ

ループ学習によって仲間が実践してくれたものを見てい

るだけといった者もいる。生活や社会の中から情報の技

術に関わる問題を見いだして課題を設定し解決する力や

よりよい生活や持続可能な社会の構築に向けて、適切か

つ誠実に情報の技術を工夫し創造しようとする実践的な

態度を育成する「深い学び」となるようにさらに単元構

成を充実する必要があることが分かった。 

 
       （授業者：寺崎 明則） 

〔参考・引用文献〕 

・中学校学習指導要領(平成 29 年告示)文部科学省，

2017年 

・中学校新学習指導要領の展開，技術・家庭 技術編，

明治図書，2017年 

・「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参

考資料 文部科学省 国立教育政策研究所，2020年 



実践事例２ 

 

１ 題材名  日常の1食分のための食品の選択と調理

計画及び調理の工夫 

 

２ 本校の研究と本実践の関わり 

 研究主題と関連して、１食分の食品を選択させる学習

活動に主体的に取り組ませるために、弁当に注目した。

給食がない本校の生徒にとって、弁当は特に身近な存在

である。生徒によっては朝早い電車に乗るための慌ただ

しい朝食や、塾で遅くまで学習するためコンビニ食品で

済ませてしまう夕食とは違い、昼食について考えること

は、「日常の１食分の調理についてよりよい食品の選択

や、調理の仕方を工夫することができる」という「深い

学び」を達成しやすいと考えた。 

 本題材で働かせたい「見方・考え方」は「健康・安全」

が主となる。栄養バランスや栄養吸収を意識して食品や

調理方法を選択させる「健康」の視点や、腐りにくい食

品や調理方法を検討させる「安全」の視点をもたせるこ

とで生徒がもつ学習課題の解決につなげたいと考えた。 

 図は、「見方・考え方」が働き、「深い学び」を達成

させるための題材の構造である。矢印は相互に関連して

いることを表しており、「見方・考え方」だけではなく

食生活の既習事項や、夏休みに弁当作りをした経験が絡

み合って本題材につながっている。 

 

図 題材の構造 

 単元構成は以下の通りである。 

夏

季

次 内容 時 

第 生鮮食品・加工食品を用途に応じて  

休

業

前 

１ 

次 

選択できるようにする。 

【小課題】「弁当に入れる加工食品

を選択する時、どのような情報が選

択の決め手となるのだろうか」 

・食品添加物には危ないものもある

が、適量であれば問題はないし、

店に売っているものは安全であ

る。 

・食品添加物が入っていないことに

より腐ってしまうことが心配で

ある。 

１時：生鮮食品の選択 

２時：加工食品の特徴 

３時：加工食品の選択 

４時：食品の保存 

見方・考え方：「健康・快適・安全」

「持続可能な社会の構築」 

 

 

４ 

第 

２ 

次 

材料に適した加熱調理の仕方につ

いて理解し、基礎的な日常食の調理

が適切にできるようにする。 

【小課題】「弁当に入れる食材は、

どのように調理したらよいのだろ

うか」 

・魚は身から焼くことで、身が崩れ

にくくなる。 

・肉は十分に加熱しないと食中毒を

引き起こす。 

・野菜はゆでるとビタミンＣが抜け

てしまう。 

１時：魚の調理の説明 

２時：魚の調理実習 

３時：肉の調理の説明 

４時：肉の調理実習 

５時：野菜の調理の説明・ビタミン

についての実習 

６時：野菜の調理実習 

見方・考え方：「健康・快適・安全」 

 

 

 

 

６ 



夏

季

休

業

後 

第 

３ 

次 

 

日常の１食分の調理について、食品

の選択や調理の仕方、調理計画を考

え、工夫できるようにする。 

【中心課題】「自分の課題に合った

弁当を作成しよう」 

・夏休みに作った弁当にゆでブロッ

コリーを入れていたが、水溶性ビ

タミンが流れ出ないようにする

ために、蒸しブロッコリーを入れ

る。 

・にんじんに含まれるビタミンＡは

脂溶性ビタミンだと以前の学習

で学んだので、油で炒めて弁当に

入れることで吸収されやすいよ

うにする。 

１時：弁当に必要な要素について考 

   察 

２時：自分たちの弁当の改良案を検 

   討 

見方・考え方：「健康・安全」 

 

 

２ 

３ 実践 

○ 日常生活と関連付け、用途に応じた食品の選択に

ついて理解しているとともに、適切にできる。 

（知識及び技能） 

○ 日常の１食分の調理における食品の選択につい

て問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想

し、実践を評価・改善し、考察したことを論理的

に表現するなどして課題を解決する力を身に付

けている。   （思考力・判断力・表現力等） 

○ 日常食の調理について、課題の解決に主体的に取

り組んだり、振り返って改善したりして、生活を

工夫し創造し、実践しようとしている。 

（学びに向かう力、人間性等） 

 

第１次 加工食品をもともと好んで弁当に入れる生

徒もいれば、調理技術が未熟なため、主菜と

してウインナーやハムといった加工食品を

選ぶ生徒もいる。一方で、食品添加物を不安

視する生徒もいる。食品添加物について調べ

合い、発表し合う活動を通して、以下のよう

な意見が交わされた。 

生徒Ａ：赤色のウインナーに入っているカル 

ミン酸は有毒性がある。 

教  師：食品添加物が入っていないものを選

ぶ方がよいですか？ 

生徒Ｂ：過剰に取らなければ体に影響はない

し、食品添加物を入れないと腐る可

能性がある。腐る方が安全ではない。 

第３時の最後に「夏休みに自分たちで弁当を

つくります。弁当に入れる加工食品を選択す

る際にどのような情報を決め手としたいで

すか。」と問い掛け、ワークシートに振り返

らせると、「安全性」「栄養」と書く様子が

見られた。また、「味」と書く生徒も見られ、

食品添加物によって塩気を増した方が腐り

にくいと考えている様子も見られた。 

 

 

 

 

 

図 振り返りを書く様子 

第２次 魚、肉、野菜の調理実習を行った。魚につい

ては「焼く」技能を身に付けるため「イワシ

のかば焼き」を、肉については「煮る」技能

を身に付けるため「肉じゃが」を、野菜につ

いては「蒸す」技能を身に付けるため「蒸し

野菜のサラダ」を調理した。ここでは、野菜

の調理について説明する。 

第５時では、野菜の特徴について学習した後、

調理の方法によってビタミンＣの量に変化

があるかどうかを実験した。すると、野菜を

ゆでる場合と蒸す場合では、蒸す場合の方が

ビタミンＣの損失が少ないことがわかった。 

第６時では、実際に食べることを想定した

「蒸し野菜のサラダ」を調理した。第５，６



時を受けて、「弁当に入れるとしたら、どの

ように調理するのがよいか」と発問したこと

によって、第５時で学習した知識を活用し、

「弁当によく入れるブロッコリーはビタミ

ンＣを失われないようにするために、蒸した

方がよい」と発言する様子が見られた。 

 

 

 

 

 

 

図 ブロッコリーの調理方法によってビタミン Cが含ま

れる量の違いがあることを実習して確かめる様子 

 

第３次 第１時では、夏休みの課題で自分で作った弁

当を振り返り、弁当に求めたい要素を順位付

けした。その後、班で話し合い、中学生にと

って弁当に必要な要素は何かを確認した。本

時でもちたい視点は、これまで学習してきた

「栄養」についてと「安全性」についてであ

る。「健康」「安全」の「見方・考え方」を

働かせ、次時での弁当改良への視点を再確認

した。 

    第２時では、より「健康」を目指すことので

きる弁当を検討するために、これまで生徒が

もてていなかった「食べ合わせで栄養吸収の

効率が良くなる」という視点も組み合わせて

弁当改良を検討するという学習活動を行っ

た。生徒に自分の弁当の工夫について発言さ

せつつ、それを参考にさせながら弁当を改良

させた。図は、代表生徒の弁当である。 

 

 

 

 

 

図 代表生徒Ａの弁当 

教 師：どうしてにんじんをツナで合えたのですか？ 

生徒Ａ：油がにんじんのビタミンＡに溶けるからです。 

教 師：溶けるとどうなりますか？ 

生徒Ｂ：吸収されやすくなります。 

教 師：そうですね。食べ合わせの視点をもてている 

人は少なかったと思います。他にも食べ合わ 

せの具体例はありますか？理科の知識も使 

って。 

生徒Ｃ：唾液でデンプンを分解する実験をしました。 

教 師：消化の視点も使えそうですね。より栄養を吸 

収できるようにするために、改良してみまし 

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 生徒Ｄが夏休みに作成した弁当に改良案をスラ 

イドに書いた様子（ルーブリックの評価がＡの生 

徒） 

 

第２時の終末で作成させたスライドのルーブリック 

は以下の通りである。 

（ｎ＝２９） 

 「深い学び」のルーブリック 

評

価

規

準 

・栄養の吸収の視点をもって改良している。 

・５大栄養素の視点をもって改良している。 

・食品の安全性（くさりにくさ）や調理方法の視

点をもって改良している。 

Ａ Ｂに加え、評価規準の２つ以上の視点にふれてい

る。・・・１１人（３８％） 

Ｂ 栄養の吸収の視点をもって弁当を改良してい

る。・・・１１人（３８％） 

Ｃ Ｂの視点にふれていない。・・・７人（２４％） 



４ 成果と課題 

① 「深い学び」を実現する単元構成 

  日常の１食分の調理についてよりよい食品の選択

や、調理の仕方を工夫することができるという「深い

学び」を達成するために、「弁当」を題材として単元

を構成した。 

  題材を通して弁当について検討したことによって、

「生鮮食品と加工食品」「日常食の調理」を円滑に結

び付けることができた。特に、昼食の弁当にしたこと

で、腐りにくい食品や調理方法を検討させる「安全」

の視点を働かせることができた。また、夏休みに実際

に弁当を作成させたことにより、自分の食事について

課題をもたせることができたため、主体性を高められ

たといえる。 

  本題材は、食分野のまとめともいえる内容である。

弁当は生徒も関心をもちやすいため、食分野の始めか

ら「弁当を自分で作る」ことをゴールにし、学習活動

を進めていくことによって、より日常の１食分の調理

を工夫しようとしたり、食品を選択しようとしたりす

る「深い学び」につながる期待がもてた。 

 

② 「見方・考え方」を働かせる「問い」 

 本題材は個人の思いが弁当に表れやすいため、既習

事項を基に食べ合わせを考えさせるためにも、どのよ

うな発問をするかが鍵となってくる。第３次の第２時

では、代表生徒の弁当を取り上げて、「にんじんをど

のように調理すればより栄養吸収が良くなるか」と発

問したところ、「ビタミンＡは油に溶けるから油で炒

めればよい」と答える生徒がいた。その発言を受けて、

にんじんを生野菜のサラダにしていた生徒が油で炒

めたり、豚肉で巻いたりする生徒が見られた。ビタミ

ンＡをより吸収したいという「健康」の「見方・考え

方」を働かせる様子が伺えた。 

  また、「ご飯にじゃこを入れることによってどのよ

うな効果が得られるだろうか」と発問したところ、「２

群が摂取できる」という意見が多く見られたが、「噛

み応えがある」という意見も見られた。咀嚼により唾

液が分泌されることで消化が良くなる。それにより栄

養吸収の効率が良くなり、見方・考え方である「健康」

を意識できる。 

③  課題 

 教師のルーブリックの捉え方については、今後も検

討する必要がある。今回のルーブリックでは、授業以

前に評価規準に達している弁当を作成している生徒は、

授業での変化にかかわらず「Ａ」になることになる。

また、生徒が「作りやすさ」や「時間短縮」という本

来評価対象ではない「持続可能な社会の構築」よりの

「見方・考え方」で改良した場合や、「味」「彩り」

を重視した弁当を検討している生徒は、評価基準に達

しないことになる。学習課題が「よりよい弁当を作る

には、どのように改良したらよいのだろうか。」とし

ている以上、「よりよい」の定義を明確にし、生徒と

共有することで、学習課題とルーブリックの整合性を

高めていく必要がある。 

（授業者 中林 竜也） 
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・文部科学省(2017) 中学校学習指導要領解説 技術・家庭編  

・文部科学省国立教育政策研究所(2020)「「指導と評価の一体化」

のための学習評価に関する参考資料」 中学校 技術・家庭  


